
















４高政企第 299 号

令和５年２月 20 日

土佐清水市経済団体連絡協議会 会長 程岡 庸 様

高知県知事 濵田 省司

（ 公 印 省 略 ）

土佐清水市経済団体連絡協議会からの要望事項について（回答）

令和５年２月２日付けで要望のありました事項につきまして、別添のとおり回答します。

＜担当者＞

高知県総務部政策企画課 寺尾、山﨑

TEL (088)823-9332

FAX (088)823-9267

Mail 111601@ken.pref.kochi.lg.jp



１

（答）

本県を題材にした大河ドラマの放送は、観光において大変

大きな効果が期待できます。

また、グローバル化の進む時代にあって、ジョン万次郎の

ような偉人の活躍を全国的に広く発信することの意義は大き

いと考えております。

これまで、県としては、ジョン万次郎の功績を顕彰してい

くため、生家復元や資料館の整備、企画展などの取組に対す

る支援を行ってまいりました。

大河ドラマ化の実現に向けましても、これまで、実行委員

会に参画し要望活動などを行ってまいりました。引き続き、

地域の皆さまと連携して粘り強く要望活動を行ってまいりま

す。

併せて、引き続きセールス・プロモーションの中で、ジョ

ン万次郎資料館などの観光資源をしっかりとＰＲしてまいり

ます。

土佐清水市経済団体連絡協議会 （知事）

１ ジョン万次郎ＮＨＫ大河ドラマ化実現の支援について

（観光政策課）



１

（答）

インバウンド観光については、昨年 10 月に訪日水際対策

が大幅に緩和され、今後本県を訪れる外国人観光客の回復が

見込まれるところです。

本県では、海外での認知度向上を図るため、台湾・香港な

どの重点地域に向けて、動画や現地メディアを活用したプロ

モーションを行っております。この中で、足摺岬や竜串海岸

などの美しい景色や体験プログラム等の情報発信を積極的に

行っています。

また、受入環境整備につきましては、竜串地域の再整備を

はじめ、多言語対応や Wi-Fi 環境の整備等を行ってきました。

さらに、土佐清水市において、足摺温泉郷の宿泊施設を対

象にした高付加価値化の取り組みを進められていると伺って

おり、さらなる魅力向上につながるものと思っております。

令和５年度においても、引き続き、プロモーションやセー

ルス活動において土佐清水エリアの魅力を伝えるとともに、

土佐清水市と連携しながら、受入環境整備や観光資源の磨き

上げを進めたいと考えています。

土佐清水市経済団体連絡協議会 （観光振興部長）

１ インバウンド観光の推進について

（国際観光課）



２

高知龍馬空港の国際化につきましては、昨年 12 月に「高

知龍馬空港・航空ネットワーク成長戦略会議」を開催し、検

討を再開したところです。回復しつつあるインバウンド観光

需要を確実に取り込んでいけるよう、この整備の検討と併せ

て、国際チャーター便の積極的な誘致活動などに取り組んで

まいります。



１

（答）

しまんと・あしずり号の運行を安定的に継続していくため

には、できるだけ多くの方に利用いただくことが何よりも重

要です。

そのため、これまでも、幡多広域観光協議会を中心に、地

域の皆様と協働で、運行コースの見直しや、交通機関等との

セット券の販売、割引特典など、利便性の向上や運行内容の

充実に取り組んでまいりました。

今年度からは幡多広域観光協議会が実施主体となり運行さ

れており、より観光客のニーズや地域の実情に即した事業展

開がなされることを期待しています。

県としましても、旅行会社への説明会やセールス、プロモ

ーションなど様々な機会を通じて、しまんと・あしずり号に

関する情報を積極的に発信してまいります。

今後とも、しまんと・あしずり号の継続運行に向けて、幡

多広域観光協議会や地域の皆様とも連携して取り組んでいき

たいと考えております。

土佐清水市経済団体連絡協議会 （観光振興部長）

２ しまんと・あしずり号の継続運行について

（地域観光課）



１

（答）

土佐清水市の皆さまには、豊富な食資源や竜串エリアにお

ける自然・体験資源、ジョン万次郎資料館をはじめとする歴

史資源などを生かして、これまでも積極的に観光振興に取り

組んでいただいているところです。

県では、今年度の「リョーマの休日」キャンペーンを通じ

て、本県の強みのひとつである「食」とともに、それを生み

出す地域の方々を前面に打ち出し、旅行会社のセールス活動

をはじめ全国に向けてプロモーションを行ってまいりました。

さらに、県独自に交通費用を助成する高知観光リカバリー

キャンペーンを継続するとともに、国の施策を活用し、高知

観光トク割キャンペーンを実施することで、長引くコロナ禍

の中でも有効な需要喚起策も進めてきたところです。

現在、徐々に観光需要が回復してきている状況を鑑みて、

今後は、こうした需要喚起策ではなく、県観光自体の魅力に

よる誘客を目指していく必要があると考えています。

こうした中、令和５年度は、高知県観光博覧会「牧野博士

の新休日～らんまんの舞台・高知～」の開催を予定しており、

連続テレビ小説「らんまん」の放送という絶好の追い風を生

土佐清水市経済団体連絡協議会 （観光振興部長）

３ 「リョーマの休日キャンペーン」等の取組みについて

（観光政策課）



２

かし、地域の皆さまと一体となって誘客を図り、県内各地へ

の周遊を図ってまいります。

今後とも土佐清水市をはじめ、地域の観光関係の皆さまと

連携をしながらコロナ禍からの反転攻勢を進めてまいりたい

と考えています。


